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責任者・廣島秀二
編纂人・小手川勲

同窓会長に就任後、会長として
「役員・委員が情報を共有し役
割を分担する組織・若い同窓生
が先輩たちの輪の中にすぐ溶け
込める同窓会づくり」を目指して
います。 ６人いる副会長それぞ
れに役割を分担してもらい、各委
員会には新たに副委員長を選任

しました。情報を共有して活動を推進する方向性は、同窓
会の幹部に浸透してきたように思います。
昨年はリディア会（女性会員の会）を発足することがで

きました。九学祭や大同窓会における彼女たちの活躍は
目を見張るばかりです。コロナ禍沈静化の流れのなか、４
年ぶりに大同窓会総会・懇親会を開催しましたが４月盛
況のうちに無事終えることができたことは記憶に新しいと
ころです。40人を超す教職員・旧職員の先生方にご出
席いただき、同窓生の皆様も大喜びでした。
今後各支部の活動活性化が見込まれます。同窓会の活

性化をさらに進め、母校九州学院への支援を推進するた
めには、同窓生の皆様のご理解とご協力が不可欠です。今
後とも九州学院同窓会をよろしくお願いします。

更なる活性化を目指して
九州学院同窓会 会長　廣島 秀二（Ｓ26回）

４
月
21
日
夜
、
熊
本
ホ

テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
に
於
い

て
「
２
０
２
３
九
州
学
院

大
同
窓
会
定
期
総
会
・
懇

親
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
２
０
１
９
年
以
来
の

４
年
ぶ
り
の
同
会
の
開
催

と
な
り
ま
す
。
遠
く
は
米

国
、
札
幌
な
ど
を
含
め
約

４
０
０
人
が
集
う
盛
会
と

な
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
同
窓
会
事

務
局
の
村
上
洋
也
参
与
に

よ
る
２
０
２
２
年
度
活
動

報
告
、
同
決
算
報
告
、
２

０
２
３
年
度
活
動
計
画
、

同
予
算
案
等
に
対
し
て
の

審
議
が
な
さ
れ
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
の
懇
親
会
は

人
気
タ
レ
ン
ト
の
ゴ
リ
け

ん
（
町
田
健
一
郎
氏
・
Ｓ

44
回
）
と
吉
田
佐
知
子
氏

（
Ｓ
52
回
）
の
軽
妙
な
司

会
に
よ
り
、
冒
頭
に
讃
美

歌
３
１
２
番
（
い
つ
く
し

み
深
き
友
な
る
イ
エ
ス
は

♪
〜
）
を
参
加
者
全
員
で

斉
唱
、
続
い
て
日
笠
山
吉

之
チ
ャ
プ
レ
ン
に
よ
り
同

窓
会
や
学
院
関
係
の
物
故

者
を
お
ぼ
え
て
の
祈
り
が

捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
廣
島

秀
二
同
窓
会
会
長
（
Ｓ
26

回
）、
福
田
稠
九
州
学
院

理
事
長
（
Ｓ
18
回
）、
小

副
川
幸
孝
九
州
学
院
院
長

の
挨
拶
の
後
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
九
学
チ
ア
ダ
ン

ス
部
が
躍
動
感
あ
ふ
れ
る

演
技
を
披
露
、
内
村
公
春

第
８
代
九
州
学
院
院
長
の

発
声
で
の
乾
杯
で
パ
ー
テ

ィ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。

来
賓
、
現
役
教
職
員
な

ど
の
紹
介
の
後
、
祭
九
学

会
、
昨
年
発
足
し
た
女
性

部
会
の
リ
デ
ィ
ア
会
、
若

手
の
会
の
紹
介
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
熊
本
ヴ
ォ

ル
タ
ー
ズ
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

ズ
の
九
学
チ
ア
ダ
ン
ス
部

の
Ｏ
Ｇ
だ
け
の
特
別
編
成

チ
ー
ム
に
よ
る
演
技
披
露

で
会
場
は
一
気
に
盛
り
上

が
り
、
参
加
者
た
ち
は

久
々
の
再
会
を
喜
び
合

い
、
会
場
は
学
生
時
代
の

思
い
出
話
や
近
況
を
語
り

合
う
な
ど
の
歓
喜
の
声
に

満
ち
溢
れ
ま
し
た
。
宴

の
後
半
に
は
豪
華
景
品
が

当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会

な
ど
も
行
わ
れ
終
始
和
気

藹
々
と
し
た
ム
ー
ド
で
大

い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

最
後
に
堤
建
太
氏
（
Ｓ

52
回
）
の
エ
ー
ル
の
後
、

参
加
者
一
同
声
高
ら
か
に

九
州
学
院
校
歌
を
斉
唱

し
、
青
山
正
志
大
同
窓
会

実
行
委
員
長
（
Ｓ
30
回
）

の
三
本
〆
の
音
頭
で
無
事

に
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。

続
き
、我
々
卒
業
生
が
誇

り
を
持
て
る
、こ
の
素
晴

ら
し
い
ブ
ラ
ン
ド
が
継
続

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

令
和
５
年
度 

祭
九
学
会

会
長　

廣
島 

大
樹

（
Ｓ
51
回
）

平
素
よ
り「
祭
九
学
会
」

へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
・
ご

支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。本
年
の
祭

九
学
会
は
創
設
45
周
年
の

記
念
の
年
と
な
り
ま
す
。

諸
先
輩
方
が
受
け
継
い
で

こ
ら
れ
た
伝
統
を
守
り
な

が
ら
、４
年
ぶ
り
の
参
加
に

「
リ
ス
タ
ー
ト
」の
テ
ー
マ

を
掲
げ
、袢
纏
を
皆
さ
ま

に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る

九
州
学
院
カ
ラ
ー
に
一
新

し
ま
し
た
。9
月
17
日
の
本

祭
に
は
是
非
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
、多
く
の
皆
さ
ま
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

リ
デ
ィ
ア
会

会
長 

後
藤
佑
佳
子

（
Ｓ
49
回
）

昨
年
度
に
発
足
し
ま
し

た
同
窓
会
女
性
部
会「
リ

デ
ィ
ア
会
」の
会
長
を
務

め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
Ｓ
49
回
の
後
藤
佑
佳
子

と
申
し
ま
す
。会
の
名
称

で
も
あ
り
ま
す「
リ
デ
ィ

ア
」と
は
新
約
聖
書
に
登

場
す
る
女
性
で
す
。現
代

で
い
う
キ
ャ
リ
ア
・
ウ
ー

マ
ン
で
あ
り「
フ
ィ
リ
ピ
の

教
会
」を
設
立
し
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
女
性
で
す
。

九
州
学
院
Ｏ
Ｇ
の
方
々
が

そ
れ
ぞ
れ
苦
労
の
多
い
状

況
の
中
で
、リ
デ
ィ
ア
の
よ

う
に
多
く
の
人
を
支
え
、

よ
く
理
解
し
て「
喜
び
の

人
生
」を
送
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
願
い
、小
副

川
院
長
先
生
に
命
名
し

て
頂
き
ま
し
た
。男
女
共

学
か
ら
30
年
を
迎
え
、沢

山
の
Ｏ
Ｇ
が
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
活
躍
し
て
お
り
ま

す
。
同
窓
会
に
Ｏ
Ｇ
の
パ

ワ
ー
を
反
映
で
き
る
よ
う

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

同
窓
会
お
よ
び
母
校
の

発
展
に
貢
献
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。ご
支
援

ご
協
力
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
若
手
の
会

会
長 

清
田 

優
作

（
Ｓ
51
回
）

若
手
の
会
で
は
主
に
、

二
十
歳
を
迎
え
る
卒
業
生

を
母
校
へ
迎
え
、恩
師
を

交
え
て
チ
ャ
ペ
ル
で
祝
福

を
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
主
管

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。今
年
も
１
月
９
日
の

成
人
の
日
に
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
き
、２
１
８
名
と
い

う
多
く
の
卒
業
生
を
迎
え

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。九
州
学
院
は
熊
本
で

も
言
わ
ず
と
知
れ
た
縦
の

繋
が
り
が
強
い
学
校
で
す

の
で
、今
後
も
後
輩
を
お

祝
い
す
る
と
い
う
伝
統
が

■
４
月

◦
常
任
幹
事
会

◦
中
高
入
学
式

◦
大
同
窓
会
総
会
懇
親
会

（
懇
親
会
は
４
年
ぶ
り
）

■
５
月

◦
育
友
会
総
会
で
10
年
会

費
に
つ
い
て
依
頼

■
６
月

◦
奨
学
生
認
証
式

◦
同
窓
会
新
聞
発
行

■
９
月

◦
常
任
幹
事
会

■
10
月

◦
奨
学
生
・
給
費
生
を
励

ま
す
会

◦
高
校
３
年
役
員
に
10
年

会
費
に
つ
い
て
依
頼

◦
九
学
祭（
学
院
文
化
祭
）

リ
デ
ィ
ア
会
参
加

■
11
月

◦
「
九
学
通
信
」に「
同
窓

会
広
告
紙
面
」
を
同
封

■
令
和
６
年
１
月

◦
若
手
の
会
主
催
チ
ャ
ペ

ル
で
成
人
式
（
仮
称
）

◦
新
卒
業
生
ク
ラ
ス
幹
事

と
の
懇
親
昼
食
会

■
２
月

◦
「
九
学
通
信
」
に
「
同

窓
会
だ
よ
り
」
を
掲
載

◦
常
任
幹
事
会

◦
新
卒
業
生
（
Ｓ
75
回
）

に
同
窓
会
活
動
の
案
内

■
３
月

◦
高
校
卒
業
式　

新
卒
業

生
に
記
念
品
贈
呈

◦
中
学
卒
業
式　

新
卒
業

生
に
記
念
品
贈
呈

◦
常
任
幹
事
会

※
令
和
６
年
度
、
大
同
窓

会
総
会
・
懇
親
会
を
両

方
と
も
実
施
予
定
。

※
拡
大
正
副
会
長
会
は
、

適
宜
開
催
の
予
定
。

※
各
委
員
会
（
会
員
・
育

英
奨
学
・
企
画
・
広
報
・

大
同
窓
会
実
行
委
員

会
）
お
よ
び
若
手
の
会
・

リ
デ
ィ
ア
会
の
会
議
は

適
宜
開
催
の
予
定
。

※
各
地
域
支
部
の
総
会

に
、
学
校
の
教
職
員
と

と
も
に
同
窓
会
役
員
が

出
席
予
定
。

２
０
２
３
年
度

同
窓
会
活
動
計
画

九州学院110周年 記念植樹・
募金者芳名板披露式を挙行
　4月21日、「九州学院110周年記念植樹・募金者
芳名板披露式」が、九州学院1号館（本館）・3号館・4
号館に面する中庭において教職員・同窓会など学院
関係各位が列席する中で厳かに執り行われました。 
　同式は、キリスト教の礼拝の形式に則り、日笠山吉
之チャプレンの司式により厳粛に行なわれました。
芳名板には2021年の九州学院創立百周年と2016
年の熊本地震の復興特別募金にご協力頂いた方々の
ご芳名が記されています。
　記念樹の二本のハナミズキは1号館昇降口付近に
植樹され、芳名板は4号館（中学校舎）に設置されてい
ます。
　なお、その花が十字の形をしているハナミズキは
キリスト教の象徴の花の木とされています。

「九州学院大同窓会 総会・懇親会」を開催
〜2019年以来4年ぶり 約400名が参加〜

見よ、兄弟が共に座っている。なんという恵み、なんという喜び。（詩編133）

九学会S51回実行委員会

お申込はFAX/DMから
FAX:096-372-6985
◉バンダナロゴタオル　◉九學ラーメンなどもご用意しております。

Ｔシャツ
トートバッグ

グッズ販売のご案内
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北朝鮮拉致被害者
松木薫氏（S24回）の救出を
松木氏は1980年スペイン留学中に拉致され、
現在も北朝鮮に抑留。弟の信宏氏（S43回）
が家族会で活動中。

〈S1回卒は1948年卒業〉
九州学院では、1948年度の新制高校の第1回

の卒業生（1946年入学）をSenior（高校）の頭文
字をとってS1回、新制中学校卒業生は1948年が
第1回となり、J（Junior）1回と呼びます。因みに
2023年3月の卒業生はS75回、J76回です。

シリーズ

羽
ば
た
く
同
窓
生

３
月
21
日
（
日
本
時
間

22
日
）、
米
マ
イ
ア
ミ
で

行
わ
れ
た
第
５
回
ワ
ー
ル

ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク

ラ
シ
ッ
ク（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）の
決

勝
戦
で
日
本
代
表
「
侍

ジ
ャ
パ
ン
」
が
前
回
王
者

の
米
国
を
３
―

２
で
破
り
、

２
０
０
９
年
の
第
２
回
大

会
以
来
、
３
大
会
ぶ
り
３

回
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

昨
年
三
冠
王
に
輝
い

た
村
上
宗
隆
選
手
は
、
こ

の
大
会
の
一
次
リ
ー
グ
か

ら
不
振
が
続
き
準
々
決
勝

か
ら
は
打
順
も
４
番
か
ら

５
番
に
下
が
っ
て
い
ま
し

た
。し
か
し
な
が
ら
、会
場

が
ア
メ
リ
カ
に
移
っ
て
か

ら
の
準
決
勝
メ
キ
シ
コ
戦

で
は
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
と
な

る
２
塁
打
を
放
ち
、
さ
ら

に
決
勝
で
は
同
点
の
特
大

の
本
塁
打
で

チ
ー
ム
を
活

気
付
け
る
大

活
躍
を
し
ま

し
た
。
不
振

の
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
の
中
で

最
後
に
見
事

な
復
活
で
期

待
に
応
え
る

活
躍
が
出
来

た
こ
と
は
本

当
に
喜
ば
し

い
こ
と
で
す
。

ツ
ア
ー
6
度
目
の

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

有
村
智
恵
氏（
Ｊ
56
回
）

４
月
15
日
、国
内
女
子

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
第
７

戦
「
Ｋ
Ｋ
Ｔ
杯
バ
ン
テ
リ

ン
レ
デ
ィ
ス
オ
ー
プ
ン
」

（
熊
本
空
港
Ｃ
Ｃ
）第
２
日

予
選
ラ
ウ
ン
ド
で
、
有
村

智
恵
選
手
が
８
番
（
パ
ー

３
）で
、２
０
２
１
年
ヨ
ネ

ッ
ク
ス
・
レ
デ
ィ
ー
ス
以

来
と
な
る
通
算
ツ
ア
ー
６

度
目
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

を
決
め
史
上
最
多
に
並
び

ま
し
た
。

有
村
プ
ロ
は
小
学
4
年

時（
10
歳
）よ
り
ゴ
ル
フ
を

始
め
、
九
州
学
院
中
学
校

時
代
に
は
全
国
中
学
校
ゴ

ル
フ
選
手
権
大
会
を
制
覇

し
、
東
北
高
等
学
校
に
進

学
し
ま
し
た
。
２
０
０
６

年
７
月
の
プ
ロ
テ
ス
ト
合

格
後
、
米
国
ツ
ア
ー
で
も

活
躍
し
国
内
ツ
ア
ー
で
は

２
０
１
８
年
に
サ
マ
ン
サ

タ
バ
サ
レ
デ
ィ
ー
ス
で
６

年
ぶ
り
に
６
通
算
14
度
目

と
な
る
復
活
優
勝
を
飾
っ

て
い
ま
す
。

熊
本
市
Ｐ
Ｒ
誌

「
悠
久
」の
モ
デ
ル
に

高
良
健
吾
氏（
Ｓ
58
回
）

熊
本
市
の
親
善
大
使
で

俳
優
の
高
良
健
吾
氏
を
モ

デ
ル
に
市
が
制
作
し
た
Ｐ

Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト「
悠
久
」

が
こ
の
度
完
成
し
、
４
月

に
パ
ル
コ
跡
に
開
業
し
た

商
業
施
設
「
Ｈ
Ａ
Ｂ
＠
」

（
中
央
区
）の
2
階
で
、
写

真
な
ど
を
集
め
た
企
画
展

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
悠

久
」
は
高
良
氏
が
市
内
を

訪
ね
て
熊
本
に
根
付
く
古

き
良
き
も
の
の
魅
力
を
伝

え
る
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
（
２

０
１
５
年
発
行
）
で
す
。

今
回
は
そ
の
続
編
で
、
伝

統
工
芸
や
文
化
財
な
ど
を

中
心
に
水
前
寺
成
趣
園
や

居
合
道
道
場
誠
心
館
な
ど

が
興
味
深
く
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

論
語
講
座
で
活
躍
中

松
﨑　

昇
氏（
Ｓ
24
回
）

元
熊
本
市
職
員
の
松
﨑

昇
氏
は
長
年
自
身
が
魅
せ

ら
れ
学
ん
で
来
た
孔
子
の

教
え
論
語
の
解
説
書
を
出

版
し
た
り
、
カ
ル
チ
ャ
ー

講
座
な
ど
を
通
し
て
広
め

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

「
論
語
は
２
５
０
０
年
読

み
継
が
れ
た
超
ロ
ン
グ

セ
ラ
ー
。
だ
か
ら
と
言
っ

て
単
な
る
古
い
書
物
で
も

宗
教
で
も
な
く
、
日
常
生

活
や
仕
事
に
役
立
つ
実
践

的
な
指
南
書
で
す
」
と
力

説
し
、
現
在
は
公
民
館
な

ど
の
６
講
座
で
多
く
の
受

講
生
を
受
け
持
っ
て
い
ま

若き日の私に多大なる影響を
与えた九学の教え

鶴田病院会長  鶴田 克明氏（J5回）

私は今年5月で87歳になる九州学
院中学校の卒業生です。外科医師で
すが現在は内科外科医の息子二人、
事務職（経理）の娘達に病院を引き
継いでもらっています。

私は阿蘇郡の小国中学校2年生に
なる時に九州学院中学校に転校しま
した。今から71年前の昭和26年の

事です。まだ第二次世界大戦後の食糧事情が厳しい時代
でした。当時の九州学院の裏門（現西門）の左手に二階
建ての学生寮があり、私の郷里の小国郷から4人の先輩
が居られとても心強いことでした。寮は一室3名（高3・
高1・中2）で、先輩方が勉強されるので、私も夜半まで
頑張りお陰で成績を伸ばすことが出来ました。

ヘレンケラー女史の通訳で有名な佐々木千歳先生も教
壇に立たれており、中学部には優秀な学生達が県下から
集まり、東大、京大などに合格していました。熊大医学
部にも同窓生が何人もいました。同級生には全国模試で
ベスト10に入った友人もいました。

九州学院は知育の他、体育の面でも優れており、熊本
近代スポーツの父とも言われる柔道家の宇土虎雄先生、
剣道界の重鎮紫垣正弘先生（旧中1回卒）等のご指導の下、
高校陸上部には後に短距離でメルボルン五輪（1951年）
の日本代表になった清藤亮選手（S3回卒）が活躍してい
ました。また、学院には県下の中高で唯一の25メートル
プールがあり、小国の清流で幼い頃から泳いで水泳が得
意だった私は、体育の時間にプールで泳げることをたい
へん嬉しく思ったものです。また、私の親戚の九学OB 
と一緒に職員室に行き、彼の恩師にあたる先生方と昔話
に花を咲かせたこともありました。そのような伝統ある
校風が私にはとても美しく好ましく思われました。そし
て私が一番思い出に残るのはキリスト教による毎日の礼
拝です。今でも聖句を覚え、懐かしい讃美歌を口ずさむ
こともあり、若き日に九州学院で学んだことにしみじみ
感謝する今日この頃です。

マイアミでのWBC日本優勝が光りに！
～九学との出会いが全ての原点～

オールアメリカンチケット社取締役社長
　パトリック英久丸目（Ｓ32回）

九州学院卒業後、1981年よりロサ
ンゼルスに移住し、85年にポピー
トラベル社に入社しました。海外渡航
１千万人時代に、新婚旅行から海外視
察、企業の慰安旅行まで、多種多様に
渡るツアーを担当、94年のFIFAワールドカップアメリカ
大会（日本は、ドーハの悲劇で無念の出場叶わず）企業向け
のVIPチケットも含め、相当数のチケットを取り扱いまし
た。95年のドジャースの野茂投手、マイケルジョーダン観
戦ツアーなど、観戦チケットの需要が高まり、96年にオー
ルアメリカンチケット社を設立しました。また、同時期に吉
本興業、スポーツマネージメント部との業務提携、日本人メ
ジャー選手のお世話を裏方としてサポートさせて頂きまし
た。業績は順調に伸ばせたものの、2020年の新型コロナ
ウイルスによるパンデミックで、全てのツアーはストップ、
会社の継続も厳しい状況で、一からの出直しとなりました。
３年半ぶりに起爆剤となったのは、マイアミでのＷＢＣ観
戦ツアー、約200名の観戦ツアーを実施、ジャパン優勝と
いう大成功を収めたことです。メキシコとの準決勝、後輩の
村上選手の逆転サヨナラタイムリーの劇的勝利には、本当
にしびれました。全ては、九学時代にさかのぼります。入学
時英語コース担任の小手川勲先生（記念すべきルーキーイ
ヤー）との出会い、ESS所属、アメリカと英語が大好きで、
第一回訪米研修団のメンバーとしてホームステイを含め３
週間にわたる北米旅行に参加できたことは、自身最強の思
い出です。引率していただいた、西一郎先生、小﨑義昭先生、
３年間バレーボール部でお世話になった井場晃先生、高三
の担任田端圭二先生、本当にありがとうございました。海外
にいながら、当時のクラスメート、小手川先生とFBで繋が
り、近況報告ができることに本当に感謝しています。

侍
ジ
ャ
パ
ン
の
優
勝
に
貢
献

村
上
宗
隆
選
手（
Ｓ
70
回
）

す
。
今
年
３
月
か
ら
は
市

国
際
交
流
会
館
で
中
学
生

か
ら
大
学
生
を
対
象
に
し

た
無
料
講
座
「
あ
し
た
の

た
め
の
青
少
年
論
語
塾
」

を
開
講
し
、
多
く
の
若
者

が
論
語
を
学
ん
で
い
ま
す
。

肥
後
象
が
ん
の
新
分

野
に
挑
戦

麻
生　

翼
氏（
Ｓ
43
回
）

肥
後
象
が
ん
士
の
麻
生

翼
氏
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
も
の
づ
く
り
が
好
き

で
22
歳
で
ミ
ネ
ソ
タ
州
の

ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
で
彫
金
の

専
門
学
校
に
通
い
な
が
ら

ジ
ュ
エ
リ
ー
制
作
会
社
で

働
き
、
５
年
後
に
帰
郷
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
熊
本

の
伝
統
工
芸
の
肥
後
象
が

ん
の
技
術
を
学
び
、
現
在

は
肥
後
象
が
ん
と
彫
金
の

製
法
を
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
た

ピ
ア
ス
な
ど
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
制
作
を
続
け
て
い
ま

各
地
の
同
窓
会
支
部

東
京
九
学
会

神
奈
川
同
窓
会

関
西
九
学
会

福
岡
九
学
会

荒
尾
・
玉
名
支
部

山
鹿
・
植
木
支
部

菊
池
支
部

泗
水
支
部

大
津
支
部

合
志
支
部

小
国
九
学
会

阿
蘇
中
部
九
学
会

阿
蘇
南
部
Ｏ
Ｂ
会

上
益
城
支
部

山
都
九
学
会

宇
土
支
部

宇
城
市
同
窓
会

八
代
九
學
会

人
吉
球
磨
九
学
Ｏ
Ｂ
会

あ
し
き
た
九
学
会

水
俣
支
部

天
草
九
学
会

苓
北
支
部

牛
深
九
学
Ｏ
Ｂ
会

６
月
12
日
、
1
号
館
会

議
室
に
お
い
て
２
０
２
３

年
度
九
州
学
院
ナ
ル
ド
の

壷
奨
学
生
に
対
す
る
認
証

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
制
度
は
１
９
８
１
年
の

創
立
70
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
１
９
８
３

年
か
ら
九
州
学
院
同
窓
会

が
始
め
た
育
英
奨
学
事
業

が
、
２
０
１
５
年
か
ら

「
九
州
学
院
ナ
ル
ド
の
壷

基
金
」
に
組
み
入
れ
ら
れ

て
継
続
し
て
い
る
も
の
で

す
。
現
在
は
、
中
高
に
在

籍
す
る
生
徒
の
中
か
ら
特

に
優
秀
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
人
に
対
し
て
奨
学
金

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
育
英
奨
学
金

支
給
対
象
者
に
新
入
生
を

含
め
て
中
学
生
３
人
、
高

校
生
３
人
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
授
与
式
で
は
小
副
川

幸
孝
院
長
と
青
山
正
志
同

窓
会
育
英
奨
学
委
員
長
が

激
励
の
言
葉
を
述
べ
、奨
学

生
一
人
一
人
に
認
定
証
と
奨

学
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

教
職
員
な
ど
総
勢
約
40
人

が
集
い
ま
し
た
。
小
副
川

幸
孝
院
長
、
廣
島
秀
二
同

窓
会
会
長
に
よ
る
挨
拶
、

来
賓
紹
介
に
続
い
て
、
代

表
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
自
己

紹
介
と
決
意
表
明
を
行
い

ま
し
た
。

１
月
20
日
、１
号
館
会

議
室
に
お
い
て
九
州
学

院
同
窓
会
主
催
に
よ
る

「
新
卒
業
生
ク
ラ
ス
代
表

と
同
窓
会
役
員
の
懇
親
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

催
し
は
、
ま
も
な
く
同
窓

会
の
新
た
な
仲
間
と
な
る

高
校
３
年
生
の
各
ク
ラ
ス

か
ら
選
出
さ
れ
た
世
話
役

と
同
窓
会
幹
部
と
の
連
携

強
化
と
親
睦
を
目
的
に
、

毎
年
３
年
生
の
３
学
期
に

実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。
会
場
に
は
各
ク
ラ
ス

代
表
生
徒
、同
窓
会
役
員
、

ナ
ル
ド
の
壷

奨
学
生
認
証
式
を
挙
行

新
卒
業
生
代
表
・
同
窓

会
役
員
懇
親
会
を
開
催

す
。
工
房
名
の「Standing 

Straight Studio

」（
真
っ

す
ぐ
立
つ
と
い
う
意
）
は
、

ア
メ
リ
カ
で
〝
養
子
〟
関

係
を
結
ん
だ
ネ
ー
テ
ィ
ブ

ア
メ
リ
カ
ン
（
先
住
民
）

の
父
か
ら
授
か
っ
た
名
前

に
由
来
す
る
そ
う
で
今
後

の
国
際
的
な
活
躍
に
期
待

が
か
か
り
ま
す
。


